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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自の
活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
１．令和 2 年厚生労働科学研究費：研究代表者 東 信良 

心臓大血管救急で ICTを用いた革新的医療情報連携方法の普及と広域救急医療体制確立に資す研究 
 

２．令和３～5年  
厚生労働行政推進調査事業費補助金（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業） 
新型コロナウイルス感染症による他疾患を含めた医療・医学に与えた影響の解明に向けた研究今後
の新興感染症発生時の対策の観点から- 門田班、臨床外科グループ 日本心臓血管外科学会  

ｂ.当該領域における国際的な役割 
１．アジア胸部心臓血管外科学会（ASCVTS）をサポートするアジアの中の最大学会として、事務局運営

と学術集会開催サポートを毎年継続的に行っている。 
 

２．欧州心臓胸部外科学会（EACTS）と学術交流協定を締結し、国内の学術集会で、優秀演題選抜の
English session を開催、最優秀演題を EACTS 年次集会で口頭発表する機会を設けている。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

１． 日本心臓血管外科手術データベース（JCVSD）の 2000年導入から確立まで、関連学会連合の中で資
金・人的補助を含めて中心的な役割を果たしている。JCVSDは国際的に高く評価されている。 
 

２． 悉皆性の高い JCVSD データを毎年集計解析し、心臓血管外科手術の症例数推移と成績を公開してい
る。高悉皆性のデータによる手術成績は心臓血管外科手術の指標となり、国際的高評価を得ている。 

   
３． 2015年から医療の質向上プロジェクトを実施している。JCVSD に登録された手術成績に基づき、疾

患種別毎に標準成績と大きく乖離している病院や施設に対し、匿名性を維持しつつ成績向上に向け
たコンサルトを行っている。コンサルト開始 3 年後に成績推移をレビューし概ね改善可能と証明し
た。この結果は国際的に高く評価されている（BMJ Qual Saf. 2020 Jul;29(7):560-568.） 

   
４． 40 歳未満心臓血管外科医の連携強化、手術技術向上、リーダーシップ育成の目的達成のため、2015

年にいち早く若手グループ（U40）を組織し、全国を 9地域に分け自主的な活動を推進してきた。こ
の結果、U40が独立して手術トレーニングセッションを開催し、日本心臓血管外科学会雑誌上で独立
して手術に関連した特集を継続している。手術トレーニングに関連した成書を出版している。 

   
５． 2024年 4月から開始された医師の働き方上限時間規制を見据え、2019年からタスクシフトの具体的

な進め方を関連職種や学会間で協議を進めてきた。2022 年には「特定行為研修修了看護師の会」を



当学会内に併設し、風通しのよい関係性構築に向けて心臓血管外科に関する講習会を開催している。   
６． 医療安全に関わる多くのステートメントを発信している。 

●肺動脈カテーテルの安全な使用に関わる提言 ●一時的関心術後ペーシングリードの抜去に関わる
提言 ●人工心肺回路の早期血栓化予防に関する調査報告 ●安全な心筋保護に関わる提言 

ｄ.学会運営上留意している点 

以下に示す学会理念に基づき、学会運営、学術集会開催、会員対応及び社会貢献活動を推進している。 
 日本心臓血管外科学会は、患者に寄り添う強い責任感と高い倫理性、そして広い国際的視野を持ち、

透明性のある質の高い医療によって健康と福祉の増進を目指します。 
１．多職種医療従事者と良好なチームワークを構築し、質の高い心臓血管外科医療の実践に貢献します。 
２．心臓血管外科の研究を推進し先進的な医療の実現、手術データベースを活用しより安全な医療の向上
に貢献します。 

３．優れた知識と技術ならびに卓越した指導力を兼ね備える次世代の心臓血管外科医を育成します。 
４．心臓血管外科について患者および国民の理解が深まるように、啓発活動を行います。 
５．幅広い社会活動を通じて人々の健康と福祉の向上に貢献します。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下さ
い． 

１．日本胸部外科学会・血管外科学会 
心臓血管外科医が主要な会員である日本胸部外科学会・血管外科学会とは、3 学会合同で心臓血管外科
専門医認定機構を運営している。また、多くの外科トレーニングハンズオンを共催している。  
 

２．日本循環器学会 
 循環器病関連学会リーダーシップミーティングが毎年に開催され参加している。診療ガイドライン作成
を合同班で実施している。  

 
３．日本外科学会 
 外科関連学会協議会構成学会として定期的に喫緊の課題に関して意見交換をしている。コロナウイルス
感染症による手術診療への影響調査研究において、心臓血管外科分野の調査を継続的に実施している。 

 
４．日本心臓血管麻酔学会・日本体外循環技術医学会 
 3学会で心臓血管外科手術における重要テーマについて、各学会でジョイントセッションを開催、会員
教育を実施している（CVSAP）。 

５．日本心臓病学会 
年次学術集会において定期的にジョイントセッションを開催している。 

 


